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芳賀地域の概要
芳賀地域は、栃木県の東南部に位置し、真岡市、益子町、茂木町、市貝
町、芳賀町の１市４町からなっている。 東部は八溝山系の山間地と芳賀台
地を形成する丘陵地帯からなり、西部は鬼怒川左岸の平坦な水田地帯で、
五行川、小貝川が南流し、肥沃な土地や豊富なかんがい用水に恵まれ県東
南部穀倉地帯の一角を形成している。
耕地面積は17,460ha（R7農林統計）、農家数は5,959戸（2025

年農林業センサス） で、県全体のそれぞれ14.5％、15.4％を占めている。
農業産出額は444億円（R5農水省調べ）で、県全体の15.1％を占め、

品目別に産出額の高い順に、①野菜（156億円）、②鶏卵 （108億
円）、③米(83億円)、④生乳（35億円）、⑤肉用牛（21億円）となって
いる。 特に「いちご」は、県内生産量の約４割を占め、日本一の生産地になっ
ている。
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〇 日本一のいちご産地の更なる進化と地位の確立
〇 多様な人材・品目・技術の組み合わせによる収益性の向上
〇 多彩な地域資源（ひと・もの・こと）の活用・融合による地域活性化

芳賀地方農業振興計画の概要(2026年～2030年)
芳賀農業振興事務所では、芳賀地方の農業・農村の推進方向とその実現に向けた重点的な取
組を明らかにした「芳賀地方農業振興計画」に基づき、農業者をはじめ市町、農業団体等と連携し
ながら、地域の農業・農村を振興しています。

【プロジェクト1】 人が育ち、技術とともに進化する
ー魅力広がる、日本一のいちご産地プロジェクトー

日本一のいちご産地として更なる発展を目指し、新規就農者の確保・育成や技術の向上による
収量・品質の高位平準化、経営規模の拡大を推進するとともに、知名度の向上を図ることで、国
内外から選ばれる魅力ある産地づくりに取り組みます。
◆新規就農者等への研修体制の充実・強化や、初期コストの軽減を図る空き施設・機械の
有効活用の促進
◆健全な親苗・定植苗の供給体制の強化による生産の安定化
◆スマート農業技術や篤農家の知見の共有・活用によるいちご栽培技術の高位平準化
◆集出荷施設や雇用の活用などによる経営規模の拡大の推進
◆異業種と協働した産地の魅力発信の強化や観光いちご園の活性化、輸出の取組の推
進など

【プロジェクト2】 広がる農地、進化する経営
ー収益性の高い農業経営体の育成プロジェクトー

農地の集約化、スマート農業技術の導入、露地野菜の生産拡大、耕畜連携等の取組を総合
的に推進し、広大な農地を生かした大規模な土地利用型経営体の確保・育成を図ります。 また、
親元就農や雇用就農、第三者継承による多様な担い手の確保と技術継承を促進し、施設園芸
や畜産分野における高収益な農業経営の実現を目指します。
◆農地の集約、スマート農業の導入、大区画ほ場整備による土地利用型農業の効率化
◆需要に応じた品目の導入や、気候変動に対応した技術の確立による収益性の向上
◆なしや畜産等における、離農予定者のリスト化や新規参入希望者とのマッチング、研修体
制の強化など、 円滑な第三者継承に向けた受入れ体制の整備
◆親元就農者及び雇用就農者の確保による経営継承の推進など

【プロジェクト3】 地域の個性が未来を拓く
ー資源と立地を生かした活力ある農業・農村プロジェクトー

芳賀地域ならではの「農村の稼ぐ力」を高めるため、魅力ある地域資源を最大限に活用し、他
業種との連携による新たなビジネスの展開を通じて、インバウンドを含む誘客促進を図ります。
また、中山間地域・丘陵地帯においては、生産を担う組織の育成や、地域特性を生かした生産・
加工への取組を推進し、持続可能で活力ある農業・農村の実現を目指します。
◆都市農村交流施設や観光農園を核とした地域内周遊等による農村の活性化とグローバ
ルビジネスの創出
◆集落営農組織の体制強化や多様な担い手の確保・育成
◆地域特性を生かした特色ある農産物の導入・作付拡大と高付加価値化の推進
◆基盤整備事業や直接支払制度活用による条件不利地の生産性の改善など

計画の推進方向

計画の推進方向



データで見る芳賀地域の概要

芳賀農業振興事務所の組織体制


